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財務４表の構成・関連 
貸借対照表 

資産の部 負債の部 

 うち現金預金 

純資産の部 

 うち当期増減額 

2 大阪府の新公会計制度 

キャッシュ・フロー計算書 
行政サービス活動 収入・支出 

投資活動       収入・支出 

財務活動       収入・支出 

収支差額合計 

前年度からの繰越金 

形式収支 

歳入歳出外現金  受入・払出 

純資産変動計算書 
収支差額 合計 

前期末残高 

当期変動額   

当期末残高   

行政コスト計算書 
収入 

費用 

当期収支差額 

 官庁会計決算書 

歳入 

歳出 

差引残高（形式収支） 

純資産変動分析表 
（附属明細表） 

変動要因の分析 

財務４表は相互に連
関し、官庁会計を補完
する情報を提供 



純資産変動分析表（附属明細表） 
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 純資産増加 純資産減少 増加－減少 残高 

平成Ｎ－１年度末 
純資産残高 

Ⅰ．固定資産から財源とし   
  て充当している負債を 
  除いた額の増減 

 
 

Ⅱ．資産の裏付けのない 
  固定負債の増減 

Ⅲ．その他の流動資産、流 
  動負債の増減 

平成Ｎ年度末純資産残高 

固定資産の減価 
償却・除却等 

当期の資金不足を補う財源
対策のための地方債発行、
退職手当引当金の増等 

賞与引当の増等 

当期の税収等による固定資産
の取得や建設事業債の償還等 

当期の税収等による 
基金借入金の償還等 

現金預金、未収金の増等 

将来世代との負担の公平性が保たれているか、 
どのような要因で変動しているかを分析・表示 

《純資産（「資産」－「負債」）の変動要因を表示》 

【純資産増加】 
当期の負担によって、固
定資産が増 
 
【純資産減少】 
当期の費消によって固定
資産が減 

【純資産増加】 
当期の負担によって次期
以降への先送りが減 
 
【純資産減少】 
当期の費用を次期以降
の負担として先送り 



財務諸表の階層別構成 

 
 

4 大阪府の新公会計制度 

大阪府全体 

会計別 事業別 

会計別かつ所属別かつ事業別 
《財務諸表作成の基礎単位》 

部局別 

基礎単位の財務諸表の積上げにより、 
「管理責任」と「説明責任」に対応した多様な財務諸表を作成 
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